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2024 年 11 月 (ドキュメント履歴)

このガイドでは、AWS クラウド において、オンプレミスのリレーショナルデータベース、レガシー
データベース、またはその他のタイプのデータベースから MongoDB Atlas に移行するためのアーキ
テクチャ、ツール、考慮事項、ユースケースについて説明します。ソースリレーショナルデータベー
スには、Oracle Database、SQL Server、MySQL、PostgreSQL、および Sybase や IBM Db2 などの
他のデータベースが含まれます。Azure Cosmos DB、Apache Cassandra、Couchbase、Redis など
のデータベースから移行することもできます。ステップバイステップの手順については、AWS 規範
ガイダンスウェブサイトの次のパターンをご覧ください。

• セルフホスト型の MongoDB 環境を AWS 上の MongoDB Atlas に移行する

• リレーショナルデータベースを AWS 上の MongoDB Atlas に移行する

• AWS で IBM Db2、SAP、Sybase、およびその他のデータベースから MongoDB Atlas にデータを
ストリーミングする

概要

MongoDB Atlas はデベロッパーデータプラットフォームであり、スケーラブルなウェブおよびビジ
ネスアプリケーションを構築するデベロッパー向けに、スケールアウトアーキテクチャ上に構築され
たドキュメントモデルデータベースを提供します。開発チームが MongoDB を使う理由は以下の通り
です。

• 柔軟なデータモデル — MongoDB はドキュメント指向であるため、制限的なスキーマなしで動的
データとネストされたデータに対応します。これにより、デベロッパーは複雑なデータや変化する
データを簡単に表現できます。

• ハイパフォーマンス — MongoDB は、ネイティブインデックス作成、インメモリコンピューティ
ング、その他の最適化により、高スループットと低レイテンシーを実現します。これはモダンアプ
リケーションにとって重要です。

• スケーラビリティ — MongoDB は、シャーディングとレプリケーションが組み込まれたコモディ
ティハードウェアで水平方向にスケールします。これにより、高可用性を損なうことなく、1 秒あ
たり数百から数百万のオペレーションを簡単にスケールできます。

概要 1

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migrate-a-self-hosted-mongodb-environment-to-mongodb-atlas-on-the-aws-cloud.html
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https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/stream-data-from-ibm-db2-to-mongodb-atlas.html


AWS 規範ガイダンス での MongoDB Atlas への移行 AWS

• 堅牢で統合されたクエリ — MongoDB は、柔軟なアドホッククエリ、インデックス作成、集約を
サポートしています。広範な調整を行うことなく優れたパフォーマンスを発揮し、幅広いクエリパ
ターンを可能にします。

• 使いやすさ — MongoDB は、JSON に似たドキュメント、多くの言語に対応する豊富なドライ
バー、広範なドキュメントとコミュニティに関するデベロッパー向けのエクスペリエンスを提供し
ます。チームは容易に生産性をすぐに上げることができます。

• 耐障害性と高可用性 — MongoDB Atlas は、耐障害性と高可用性を念頭に置いて設計されていま
す。データベースレプリカセットはプライマリメンバーとセカンダリメンバーで構成されている
ため、プライマリメンバーに障害が発生した場合にセカンダリメンバーへ確実に自動フェイルオー
バーが行われます。Atlas は、ミッションクリティカルなワークロードをサポートでき、あらゆる
規模の組織から信頼されています。

その他の機能には、ネストされたフィールドでのインデックス作成、原子性、一貫性、分離性、耐久
性 (ACID) トランザクション、地理空間クエリなどがあります。MongoDB Atlas は以下もサポートし
ています。

• 複数のソースからのデータを集約する単一のビュー。

• リアルタイムデータ分析。

• モノのインターネット (IoT) アプリケーション。

• スケーラブルなモバイルアプリケーション。

• データストレージ、データ取得、スキーマの変更を簡素化するデータベース資産、エンティティ、
メタデータのカタログ。

• あらゆる種類のコンテンツの保存と管理が可能。

• メインフレームアプリケーションをモダンプラットフォームにオフロードする能力。

• ゲームアプリケーションのデータベースサポート。

• 時系列データを操作する際の複雑さの軽減。

• MongoDB Atlas ベクトル検索を使用した生成人工知能 (AI) のユースケース。

その他のユースケースについては、MongoDB ウェブサイトを参照してください。

概要 2

https://www.mongodb.com/use-cases
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AWS 上の MongoDB アトラス

AWS 上の MongoDB Atlas は、フルマネージド型の Database as a Service (DBaaS) です。可用性が
高く、グローバル規模で高いパフォーマンスを発揮し、費用対効果の高い方法で厳しいセキュリティ
およびプライバシー標準に準拠しています。重要な利点には以下があります。

• グローバルフットプリント – AWS には、世界中のリージョンのデータセンターを含むグローバル
フットプリントがあります。これにより、MongoDB Atlas クラスターをユーザーの近くに簡単に
デプロイできるため、パフォーマンスが向上し、レイテンシーが短縮されます。

• セキュリティ – MongoDB Atlas は、AWS IAM アイデンティティセンター との統合による SAML 
2.0 認証をサポートしています。企業ディレクトリの認証情報を使用したシングルサインオン 
(SSO) をサポートすることで、顧客は Atlas へのアクセス管理を一元化することもできます。

• コスト最適化 – AWS は、データベースの使用状況パターンを分析し、支出を最適化する機会を特
定することで、コスト削減に役立つコスト最適化ツールを提供します。AWS リザーブドインスタ
ンスやその他の Savings Plans を使用して、MongoDB Enterprise Advanced クラスターの大幅な
割引を受けることもできます。

• バックアップとディザスタリカバリ – AWS は、災害発生時にデータを保護するのに役立つバック
アップとディザスタリカバリの全範囲の機能を提供します。MongoDB Atlas on AWS は、継続的
なバックアップ、ある時点への復元、クロスリージョンレプリケーションを行い、データが常に安
全で回復できるようにします。

• シームレスな統合 – 他の AWS のサービス との統合は MongoDB Atlas とシームレスに行われま
す。

AWS 上の MongoDB アトラス 3
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移行の概要

以下に、前提条件、ツール、コンプライアンス証明書など、AWS 上の MongoDB Atlas の移行環境
の概要を示します。

ワークロード

• ソースワークロード: Oracle Database、SQL Server、PostgreSQL、Azure Cosmos DB、IBM Db2 
など、さまざまなリレーショナルデータベース、レガシーデータベース、およびその他のデータ
ベース。

• 送信先ワークロード: MongoDB Atlas。

移行

• 移行戦略 (7 R): リプラットフォームまたは再設計。

• アップグレード: ワークロードバージョンをアップグレードする場合は、MongoDB ドキュメント
の「アップグレードの互換性に関する考慮事項」を参照してください。

• 移行期間: 3 日から 5 週間 (関連するパターンのすべてのタスクを含む)。所要時間は、データサイ
ズ、アプリケーションの複雑さ、ソースとターゲットの間のネットワーク帯域幅、および同様の要
因によって異なる場合があります。

• AWS でワークロードインフラストラクチャをプロビジョニングするための自動デプロイ: AWS 
パートナーソリューション、AWS Cloud Development Kit (AWS CDK) または CloudFormation を
使用できます。詳細については、MongoDB ウェブサイトを参照してください。

コスト

• AWS で ISV ワークロードを実行するコスト: MongoDB ウェブサイトの「MongoDB の料金」を
参照してください。AWS のサービス については、「AWS 料金見積りツール」を参照してくださ
い。

仮定と前提条件

• サービスレベルアグリーメント (SLA): 可用性については、MongoDB ウェブサイトの「MongoDB 
Atlas のサービスレベルアグリーメント」を参照してください。クラスターの耐久性は、クラス
ターの地理的デプロイメント構成によって異なります。クラスターの制限、接続制限、組織とプロ
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https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/migration-mongodb-atlas/apg-gloss.html
https://www.mongodb.com/docs/v4.4/tutorial/upgrade-revision/
https://www.mongodb.com/docs/v4.4/tutorial/upgrade-revision/
https://www.mongodb.com/blog/post/atlas-integrations-aws-cloud-formation-cdk-now-generally-available
https://www.mongodb.com/pricing
https://calculator.aws/#/
https://www.mongodb.com/cloud/atlas/sla
https://www.mongodb.com/cloud/atlas/sla
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ジェクトの制限については、MongoDB ウェブサイトの「Atlas サービスの制限」を参照してくだ
さい。

• 目標復旧時間 (RTO): MongoDB Atlas の自動バックアップ機能が厳しい RTO にどのように対応で
きるかについては、MongoDB ウェブサイトの「信頼性」を参照してください。

• 目標復旧時点 (RPO): MongoDB Atlas ポイントインタイムリカバリ機能が RPO をどう満たすかに
ついては、MongoDB ウェブサイトの「信頼性」、「クラスターのバックアップ」、「オンライン
アーカイブの管理」を参照してください。

• 移行ツール: MongoDB ウェブサイトの「MongoDB Relational Migrator」と「Atlas ライブ移行サー
ビス」を参照してください。

• AWS のサービス 使用済み:

• Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2)

• Amazon Virtual Private Cloud (Amazon VPC)

• AWS Key Management Service (AWS KMS)

• AWS PrivateLink (オプション)

• MongoDB ウェブサイトの「MongoDB ベンチマーク」を参照してください。

コンプライアンス

• コンプライアンス認定:

• Health Insurance Portability and Accountability Act (HIPAA)

• 一般データ保護規則 (GDPR)

• System and Organization Controls (SOC)

• EU-US プライバシーシールド

• ISO/IEC 27001:2013

• Payment Card Industry Data Security Standard (PCI DSS)

詳細については、AWS ウェブサイトの「AWS コンプライアンスプログラム」および MongoDB 
ウェブサイトの「MongoDB トラストセンター」を参照してください。

制限

• システムの制限 (最小/最大要件): MongoDB ウェブサイトの「Atlas サービスの制限」を参照してく
ださい。
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https://docs.atlas.mongodb.com/reference/atlas-limits/
https://www.mongodb.com/cloud/atlas/reliability
https://www.mongodb.com/cloud/atlas/reliability
https://docs.atlas.mongodb.com/backup/cloud-backup/overview/
https://www.mongodb.com/docs/atlas/online-archive/query-online-archive/
https://www.mongodb.com/docs/atlas/online-archive/query-online-archive/
https://www.mongodb.com/products/relational-migrator
https://www.mongodb.com/cloud/atlas/migrate
https://www.mongodb.com/cloud/atlas/migrate
https://aws.amazon.com/ec2/
https://aws.amazon.com/vpc/
https://aws.amazon.com/kms/
https://aws.amazon.com/privatelink/
https://www.mongodb.com/scale/mongodb-benchmark
https://aws.amazon.com/compliance/programs/
https://www.mongodb.com/cloud/trust
https://www.mongodb.com/docs/atlas/reference/atlas-limits/
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コストとライセンス
MongoDB Atlas の料金には、次のコストが含まれています。

• クラスター設定コスト

• データ転送コスト

• サブスクリプションと追加サービスのコスト

• バックアップのコスト

詳しくは、MongoDB ドキュメントの「請求の管理」を参照してください。

MongoDB Atlas は、AWS Marketplace から直接購入できるため、請求手続きが簡単になりま
す。AWS Marketplace の次の MongoDB サービスから選択できます。

• MongoDB Atlas (従量制料金)

• MongoDB Atlas for Government (米国)

• MongoDB Enterprise Advanced for AWS GovCloud

• MongoDB Professional Services

6

https://docs.atlas.mongodb.com/billing/
https://aws.amazon.com/marketplace/pp/prodview-pp445qepfdy34?sr=0-2&ref_=beagle&applicationId=AWSMPContessa
https://www.mongodb.com/products/platform/atlas-for-government
https://aws.amazon.com/marketplace/pp/prodview-izui66iqhb7ue?sr=0-3&ref_=beagle&applicationId=AWSMPContessa
https://aws.amazon.com/marketplace/pp/prodview-hdelmkf7yknny?sr=0-1&ref_=beagle&applicationId=AWSMPContessa
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移行ツールと詳細な移行ステップ
AWS に MongoDB Atlas をデプロイした後、次のツールを使用して、ソース (パブリッククラウド、
お使いのデータセンター、またはサードパーティー DBaaS プロバイダー) から AWS 上の MongoDB 
Atlas にデータを移行できます。アプリケーションへの影響は最小限です。簡略化されたデータ移行
プロセスには、次の 3 つの基本的なステップがあります。

1. 新しいクラスターをデプロイするステップ。

2. ライブでデータを移行するステップ。

3. 準備ができたら数秒でカットオーバーするステップ。

2 番目のステップでは、次の移行ツールを使用できます。

• Atlas Live Migration Service

• MongoDB Relational Migrator

移行に適したツールの選択

ソース環境で MongoDB インスタンスを既に実行している場合は、アプリケーションへの影響を最
小限に抑えるために Altas Live Migration Service を使用することをお勧めします。リレーショナル
データベースワークロードを MongoDB に移行する場合は、MongoDB Relational Migrator を使用し
ます。

一般的な移行シナリオについては、次の AWS 規範ガイダンスパターンを参照してください。

• セルフホスト型の MongoDB 環境を AWS 上の MongoDB Atlas に移行する

• リレーショナルデータベースを AWS 上の MongoDB Atlas に移行する

• AWS で IBM Db2、SAP、Sybase、およびその他のデータベースから MongoDB Atlas にデータを
ストリーミングする

その他の移行シナリオについては、MongoDB ウェブサイトをご覧ください。

• ライブ移行プロセスを使用してソースレプリカセットを Atlas クラスターにプルする

• AWS の自己管理型 MongoDB レプリカセットから MongoDB アトラスへの移行

• Atlas Live Migration サービスとドキュメント

移行に適したツールの選択 7

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migrate-a-self-hosted-mongodb-environment-to-mongodb-atlas-on-the-aws-cloud.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migrate-relational-database-to-mongodb-atlas.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/stream-data-from-ibm-db2-to-mongodb-atlas.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/stream-data-from-ibm-db2-to-mongodb-atlas.html
https://docs.atlas.mongodb.com/import/live-import/
https://docs.mongodb.com/guides/cloud/migrate-from-aws-to-atlas/
https://www.mongodb.com/cloud/atlas/migrate


AWS 規範ガイダンス での MongoDB Atlas への移行 AWS

• RDBMS から MongoDB への移行ガイド

Atlas Live Migration Service

Atlas Live Migration Service は、ソースデータベース (MongoDB データベースのみ) からデータの初
期コピーを開始し、その後の変更をモニタリングし、MongoDB Atlas にカットオーバーするまで同
期するようにします。このプロセスを通じて、アプリケーションはソースデータベースで通常の読
み取りおよび書き込みオペレーションを維持できます。カットオーバーを行う準備ができたら、アプ
リケーションの接続文字列をソースデータベースから Atlas クラスターに更新すれば、移行は完了で
す。

一般的な移行ワークフローは、次のステップで構成されます。

ステップ 1. 準備

• 現在の MongoDB データサイズとワークロードを評価します。手順については、MongoDB ドキュ
メントの「アプリケーションワークロードの特定」を参照してください。

• AWS で Atlas クラスターのサイズを決定します。

• 移行計画とカットオーバー計画を準備します。

ステップ 2. デプロイ

• ステップ 1 で決めたサイジングに基づいて、AWS 上に MongoDB Atlas クラスター用の新しい環
境をセットアップします。

• ネットワークアクセスを設定します。手順については、MongoDB ドキュメントの「IP アクセスリ
ストエントリの設定」を参照してください。

• 送信先クラスターのセキュリティを設定します。手順については、MongoDB ドキュメントの「ク
ラスターのセキュリティ機能の設定」を参照してください。

ステップ 3. 移行

• Atlas ライブマイグレーションサービスでソースとデスティネーションを設定します。

• 移行を実行します。

• AWS で MongoDB アトラスに切り替わります。

Atlas Live Migration Service 8

https://www.mongodb.com/resources/solutions/use-cases/rdbms-mongodb-migration-guide
https://www.mongodb.com/cloud/atlas/migrate
https://www.mongodb.com/docs/manual/data-modeling/schema-design-process/identify-workload/
https://www.mongodb.com/docs/atlas/security/ip-access-list/#configure-ip-access-list-entries
https://www.mongodb.com/docs/atlas/security/ip-access-list/#configure-ip-access-list-entries
https://www.mongodb.com/docs/atlas/setup-cluster-security/#configure-security-features-for-clusters
https://www.mongodb.com/docs/atlas/setup-cluster-security/#configure-security-features-for-clusters
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この移行オプションの詳細については、 「セルフホスト型 MongoDB 環境を AWS 上の MongoDB 
Atlas に移行する」を参照してください。

MongoDB 6.0.8 以降の場合

ソースクラスターとターゲットクラスターの両方が MongoDB 6.0.8 以降のバージョンを実行してい
る場合は、ガイド付きライブ移行オプション (プルまたはプッシュ) を使用して、ソースクラスター
から Atlas MongoDB クラスターにデータを移行できます。

• ライブ移行 (プル)

• ライブ移行 (プッシュ)

以前の MongoDB バージョンの場合

6.0.8 より前の MongoDB バージョンを移行するには、MongoDB ドキュメントで説明されている移
行戦略のいずれかを使用します。

MongoDB Relational Migrator

MongoDB Relational Migrator は、リレーショナルデータベースのワークロードを MongoDB Atlas に
移行しやすくするためのツールです。Relational Migrator を使用すると、次のことが行えます。

• 既存のリレーショナルスキーマから派生した効果的な MongoDB スキーマを設計すること。

• 現在のスキーマをターゲットスキーマに変換しながら、Oracle、SQL 
Server、MySQL、PostgreSQL、または Sybase ASE から MongoDB にデータを移行すること。

• コードアーティファクトを生成して、アプリケーションコードの更新に必要な時間を短縮するこ
と。

Relational Migrator は、以下の移行アクティビティを支援します。

• スキーママッピングとモデリング。エンティティリレーションシップスタイル図を使用してスキー
マを表示し、マッピングルールを編集してターゲットスキーマを形成できます。コレクション間で
テーブルを分割またはマージすることも、埋め込み配列と埋め込みドキュメントマッピングルー
ルを使用してテーブルを埋め込むこともできます。計算フィールド (JavaScript 式) を使用して、
ソースリレーショナルデータベースからカスタム MongoDB フィールドに列を変換できます。

• スキーマの推奨事項。Relational Migrator が提案するマッピングルールを使用してスキーママッピ
ングを高速化し、そのマッピングをコレクションに適用できます。
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https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migrate-a-self-hosted-mongodb-environment-to-mongodb-atlas-on-the-aws-cloud.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migrate-a-self-hosted-mongodb-environment-to-mongodb-atlas-on-the-aws-cloud.html
https://docs.atlas.mongodb.com/import/live-import/
https://www.mongodb.com/docs/atlas/import/c2c-push-live-migration/
https://www.mongodb.com/docs/atlas/import/#earlier-mongodb-versions--live-migrate-to-atlas
https://www.mongodb.com/products/tools/relational-migrator
https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/diagrams/diagrams/#std-label-rm-diagrams
https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/diagrams/diagrams/#std-label-rm-diagrams
https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/mapping-rules/mapping-rule-options/embedded-array/#std-label-rm-embedded-array
https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/mapping-rules/mapping-rule-options/embedded-documents/#std-label-rm-embedded-documents
https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/mapping-rules/fields/calculated-fields/calculated-fields/#std-label-rm-calculated-fields
https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/mapping-rules/new-rules-suggested-mappings/#std-label-rm-new-rules-from-mappings
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• 同期されたデータ。Oracle、MySQL、SQL Server、PostgreSQL、または Sybase ASE から 
MongoDB Atlas にデータをレプリケートできます。1 回限りまたは継続的なレプリケーションで
は、ルールを使用してリレーショナルデータベースの列を MongoDB フィールドにマッピングする
ことで、データを自動的に変換できます。

• アプリケーションコードの変換。MongoDB は、C#、Java、JavaScript、JSON、および複数のテ
ンプレートフレームワークをサポートしています。コード生成機能を使用して、エンティティクラ
ス、永続化レイヤー、API のコードを作成し、開発タスクを高速化できます。

この移行オプションの詳細については、「リレーショナルデータベースを AWS 上の MongoDB 
Atlas へ移行する」を参照してください。
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https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/mapping-rules/mapping-rules/#std-label-rm-mapping-rules
https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/mapping-rules/mapping-rules/#std-label-rm-mapping-rules
https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/code-generation/generate-app-code/#std-label-rm-code-generation-templates
https://www.mongodb.com/docs/relational-migrator/code-generation/generate-app-code/#std-label-rm-code-generation-templates
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migrate-relational-database-to-mongodb-atlas.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/patterns/migrate-relational-database-to-mongodb-atlas.html
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統合アーキテクチャ

次の図に示すように AWS のサービス、MongoDB Atlas はほとんどの とシームレスに統合されま
す。

以下のセクションでは、 で MongoDB Atlas AWS を、Amazon SageMaker AI AWS 
AppSync、Amazon EventBridge、Amazon Data Firehose、Amazon Managed Streaming for Apache 
Kafka (Amazon MSK) と統合するためのリファレンスアーキテクチャについて説明します。これら
のリファレンスアーキテクチャはすべて、 AWS PrivateLink、、および IAM ロールを使用して AWS 
KMS、保護されたネットワーク上に構築されます。詳細については、このガイドの後半の「ベスト
プラクティス」セクションを参照してください。

統合アーキテクチャ

• との効率的なデータ統合 AWS AppSync

• Amazon SageMaker AI JumpStart と MongoDB Atlas Vector Search による生成 AI

• Amazon EventBridge を使用したイベント駆動型アーキテクチャ

• Amazon Data Firehose を使用したデータストリーミング

• Amazon MSK によるリアルタイム処理

• Amazon SageMaker AI Canvas による不正検出

11
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との効率的なデータ統合 AWS AppSync

MongoDB Atlas を AWS AppSync と統合することで、シームレスなデータ同期、リアルタイムのイ
ンタラクション、動的で応答性の高いユーザーエクスペリエンスを実現できます。以下の図に実装例
を示します。

主なハイライト:

• 複数のデータソースの統合 GraphQL エンドポイント

• 個別に管理されるサブグラフ

• エンドツーエンドのサーバーレスアーキテクチャ

• スキーマディレクティブを使用した競合の解決

• API リクエストボリュームに基づく自動スケーリング

詳細については、MongoDB ウェブサイトのブログ記事「How to Build Advanced GraphQL-based 
APIs With MongoDB Atlas and AWS AppSync Merged APIs MongoDB」を参照してください。 
MongoDB
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https://aws.amazon.com/pm/appsync/
https://www.mongodb.com/blog/post/how-build-advanced-graphql-based-apis-mongodb-atlas-aws-appsync-merged-apis
https://www.mongodb.com/blog/post/how-build-advanced-graphql-based-apis-mongodb-atlas-aws-appsync-merged-apis
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Amazon SageMaker AI JumpStart と MongoDB Atlas Vector 
Search による生成 AI

Amazon SageMaker AI JumpStart は、インテリジェントなテキストアプリケーション用の検索拡張
生成 (RAG) などの事前トレーニング済みの AI 基盤モデルを提供します。JumpStart を MongoDB 
Atlas Vector Search と組み合わせると、テキスト、画像、その他のデータに対するセマンティック
類似度クエリが可能になり、強力な検索エクスペリエンスを構築できます。例えば、デベロッパー
は、Atlas Vector Search を使用して顧客との会話に直感的なセマンティック検索を実装し、Amazon 
SageMaker AI RAG モデルを使用して、次の図に示すようにインタラクティブな要約と翻訳を追加
できます。

これにより、自動サポート、スマートコンテンツ管理、コンテンツ要約、拡張レコメンデーション
など、AI 主導のさまざまな検索ユースケースの扉が開かれます。MongoDB と Amazon SageMaker 
JumpStart の生成機能を使用して直感的な精度検索を実装することで、デベロッパーは影響力のある
コグニティブ検索アプリケーションを迅速に提供できます。

Amazon SageMaker AI JumpStart と MongoDB Atlas Vector Search による生成 AI 13

https://docs.aws.amazon.com/sagemaker/latest/dg/studio-jumpstart.html
https://www.mongodb.com/products/platform/atlas-vector-search
https://www.mongodb.com/products/platform/atlas-vector-search
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主なハイライト

• エンタープライズチャットボットのユースケース

• RAG モデルアーキテクチャのサポート

• MongoDB Atlas ベクトル検索

• 2K 埋め込みのサポート

• 安全なデータ転送

• ハルシネーションの可能性の低減

この実装の詳細については、 AWS ブログ記事「Retrieval-Augmented Generation with LangChain, 
Amazon SageMaker AI JumpStart, and MongoDB Atlas Semantic Search」を参照してください。

Amazon EventBridge を使用したイベント駆動型アーキテクチャ

MongoDB Atlas を Amazon EventBridge と統合すると、データフローの調整、自動応答の有効化、
アプリケーションのほぼリアルタイムのインサイトの取得を行うことができます。次の図は、リファ
レンスアーキテクチャの例を示しています。

主なハイライト:

• シームレスなイベントオーケストレーション

• リアルタイムの応答性

• 自動化ワークフロー

• スケーラビリティと俊敏性

• イノベーションのインサイト

Amazon EventBridge を使用したイベント駆動型アーキテクチャ 14

https://aws.amazon.com/blogs/machine-learning/retrieval-augmented-generation-with-langchain-amazon-sagemaker-jumpstart-and-mongodb-atlas-semantic-search/
https://aws.amazon.com/blogs/machine-learning/retrieval-augmented-generation-with-langchain-amazon-sagemaker-jumpstart-and-mongodb-atlas-semantic-search/
https://aws.amazon.com/eventbridge/
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この実装の詳細については、 AWS ブログ記事「Amazon EventBridge を使用した MongoDB Atlas 
データの取り込み」を参照してください。

Amazon Data Firehose を使用したデータストリーミング

MongoDB Atlas を Amazon Data Firehose と統合すると、データを効率的にストリーミング、変換、
ロードできます。この統合により、分析とインサイトを最適化するための自動化されたリアルタイム
のデータ配信とスケーラビリティがもたらされます。次の図は、リファレンスアーキテクチャの例を
示しています。

主なハイライト:

• 動的スキーマの進化

• 継続的なデータストリーミング

• 分析の強化

• スケーラビリティと俊敏性

Amazon Data Firehose を使用したデータストリーミング 15

https://aws.amazon.com/blogs/compute/ingesting-mongodb-atlas-data-using-amazon-eventbridge/
https://aws.amazon.com/blogs/compute/ingesting-mongodb-atlas-data-using-amazon-eventbridge/
https://aws.amazon.com/kinesis/data-firehose/
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• 信頼性の高いデータ配信

詳細については、 AWS ブログ記事MongoDB のアプリケーションデータプラットフォームと 
Amazon Data Firehose の統合」を参照してください。

Amazon MSK によるリアルタイム処理

MongoDB Atlas を Amazon Managed Streaming for Apache Kafka (Amazon MSK) と統合すること
で、リアルタイムのデータ処理を強化できます。Amazon MSK のストリーミング機能と MongoDB 
ドキュメントモデルを併用して、俊敏でデータ豊富なアプリケーション向けに、堅牢でイベント駆動
型のアーキテクチャを構築できます。次の図は移行プロセスとリファレンスアーキテクチャを示して
います。

主なハイライト:

• シームレスなイベント統合

• イベント駆動型の俊敏性

Amazon MSK によるリアルタイム処理 16

https://aws.amazon.com/blogs/big-data/integrating-the-mongodb-cloud-with-amazon-kinesis-data-firehose/
https://aws.amazon.com/blogs/big-data/integrating-the-mongodb-cloud-with-amazon-kinesis-data-firehose/
https://aws.amazon.com/msk/
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• リアルタイムインサイト

• アプリケーション駆動型の分析

• 高度にスケーラブルなデータストリーム

詳細とstep-by-step手順については、 AWS ブログ記事「Build a serverless streaming pipeline with 
Amazon EMR Serverless, Amazon MSK Connect, and MongoDB Atlas」を参照してください。

Amazon SageMaker AI Canvas による不正検出

MongoDB Atlas を Amazon SageMaker AI Canvas と統合すると、リアルタイムのデータ分析と高度
な機械学習を組み合わせて不正なアクティビティを検出して防止するのに役立つ強力な不正検出シス
テムを構築できます。

次の図は、不正を検出するためのリファレンスアーキテクチャの例を示しています。

(図は MongoDB ウェブサイトからのアクセス許可で適応されました)。

詳細については、MongoDB ブログ記事「欺瞞を暴く: MongoDB Atlas と Amazon SageMaker AI 
Canvas の力を活用して不正行為を検出する」を参照してください。

Amazon SageMaker AI Canvas による不正検出 17

https://aws.amazon.com/blogs/big-data/build-a-serverless-streaming-pipeline-with-amazon-msk-serverless-amazon-msk-connect-and-mongodb-atlas/
https://aws.amazon.com/blogs/big-data/build-a-serverless-streaming-pipeline-with-amazon-msk-serverless-amazon-msk-connect-and-mongodb-atlas/
https://docs.aws.amazon.com/sagemaker/latest/dg/canvas.html
https://www.mongodb.com/resources/products/unmasking-deception-harnessing-power-atlas-amazon-sage-maker-canvas-fraud-detection
https://www.mongodb.com/resources/products/unmasking-deception-harnessing-power-atlas-amazon-sage-maker-canvas-fraud-detection
https://www.mongodb.com/resources/products/unmasking-deception-harnessing-power-atlas-amazon-sage-maker-canvas-fraud-detection
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ベストプラクティス

プロビジョニングと CI/CD オートメーション

MongoDB Atlas は、 を通じてプロビジョニングできます AWS Marketplace。pay-as-you-goの 
MongoDB Atlas オプションにサブスクライブして、前払いのコミットメント AWS なしで支払いを
行うことができます。[Atlas の永久無料利用枠] を選択すると、開始点が無料になり、必要に応じて
スケールできます。これらのオプションの詳細については、MongoDB ウェブサイトのブログ記事
「従量制料金の AWS Marketplace上の MongoDB Atlas のご紹介」を参照してください。

CloudFormation テンプレートと を使用して MongoDB Atlas インフラストラクチャリソースをデプ
ロイできます AWS Cloud Development Kit (AWS CDK)。このアプローチにより、継続的インテグ
レーションと継続的デリバリー (CI/CD) のオートメーションが容易になります。詳細については、
ブログ記事MongoDB Atlas Integrations for CloudFormation and CDK are now generally Available on 
the MongoDB website」を参照してください。

セキュリティ

複数の認証オプションを使用して、保護されたプライベートネットワーク AWS のサービス を介し
て から MongoDB Atlas に接続できます。

• VPC ピアリングまたは を使用して AWS のサービス 、データベースと 間の接続を設定します 
AWS PrivateLink。

• AWS IAM アイデンティティセンター を使用して SAML 2.0 認証を実装します。

• AWS Identity and Access Management (IAM) を使用して統合認証を使用します。

• AWS Secrets Manager と AWS Key Management Service (AWS KMS) で統合セキュリティ認証情
報を使用します。

以下のセクションでは、これらの統合について詳しく説明します。

プライベートネットワーク接続

AWS PrivateLink を使用して MongoDB Atlas を AWS アプリケーションに接続し、すべての AWS 
のサービス とアカウント間のプライベート接続を確保できます。詳細については、ブログ記

プロビジョニングと CI/CD オートメーション 18

https://aws.amazon.com/marketplace/pp/prodview-pp445qepfdy34
https://aws.amazon.com/marketplace/pp/prodview-pp445qepfdy34
https://www.mongodb.com/pricing
https://www.mongodb.com/blog/post/introducing-pay-as-you-go-mongodb-atlas-aws-marketplace
https://www.mongodb.com/blog/post/atlas-integrations-aws-cloud-formation-cdk-now-generally-available
https://aws.amazon.com/iam/identity-center/
https://www.mongodb.com/docs/atlas/security/aws-iam-authentication/
https://docs.aws.amazon.com/secretsmanager/latest/userguide/intro.html
https://docs.aws.amazon.com/kms/latest/developerguide/overview.html
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事MongoDB Atlas Integrations for CloudFormation and CDK are now generally Available on the 
MongoDB website」を参照してください。

次の図は、プライベートネットワーク接続オプションを示しています。

AWS PrivateLink には以下の利点があります。

• 一方向接続: ネットワークの信頼境界が拡張されることはありません。

• プライベートネットワークを通じて、 AWS アプリケーションと環境間のセキュリティコントロー
ルを統合しました。

• AWS 環境から Atlas にアクセスするデベロッパー向けに、VPC ピアリングまたは PrivateLink と
組み合わせて仮想プライベートネットワーク (VPN) を使用する機能。

SAML 2.0 認証の実装

Atlas は IAM ID センターや他のアイデンティティ管理プロバイダーとの統合を通じて SAML 2.0 認
証をサポートします。SAML 2.0 認証は、アプリケーションとサービスプロバイダーの間で ID とセ
キュリティ情報を交換するためのオープンスタンダードです。Atlas 管理者は、IAM Identity Center 
や既存の企業向けディレクトリサービスなどの ID 管理サービスを使用して、ユーザー管理とシング
ルサインオンを一元化できます。以下の図は、IAM Identity Center を Atlas とどのように使用できる
かを示しています。詳細については、 AWS ブログ記事「IAM Identity Center を MongoDB Atlas と
統合する方法」を参照してください。

SAML 2.0 認証の実装 19

https://www.mongodb.com/blog/post/atlas-integrations-aws-cloud-formation-cdk-now-generally-available
https://aws.amazon.com/blogs/apn/how-to-integrate-aws-single-sign-on-with-mongodb-atlas/
https://aws.amazon.com/blogs/apn/how-to-integrate-aws-single-sign-on-with-mongodb-atlas/
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MongoDB Atlas を で使用するその他のベストプラクティスについては AWS、AWS Partner Network 
ブログを参照してください。
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https://aws.amazon.com/blogs/apn/tag/mongodb-atlas/
https://aws.amazon.com/blogs/apn/tag/mongodb-atlas/
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その他のリソース
MongoDB のドキュメント

• MongoDB のユースケース

• 請求を管理

• Atlas ライブ移行サービス

• 入門ガイドと移行ガイド

• MongoDB Atlas の本稼働ノートとベストプラクティス

• AWS Lambda との接続を管理

AWS リソース

• 「MongoDB Atlas データレイクで開発者はリッチモダンデータから価値を創造できる」 (AWS 
Partner Network ブログ記事)

• 「MongoDB クラウドと Amazon Data Firehose の統合」(AWS ブログ記事)

21

https://www.mongodb.com/use-cases
https://docs.atlas.mongodb.com/billing/
https://www.mongodb.com/cloud/atlas/migrate
https://docs.mongodb.com/guides/
https://docs.atlas.mongodb.com/best-practices/
https://docs.atlas.mongodb.com/best-practices-connecting-to-aws-lambda/
https://aws.amazon.com/blogs/apn/mongodb-atlas-data-lake-lets-developers-create-value-from-rich-modern-data/
https://aws.amazon.com/blogs/big-data/integrating-the-mongodb-cloud-with-amazon-kinesis-data-firehose/
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィードをサブスクライブできます。

変更 説明 日付

メジャーな更新 ガイドのすべてのセクション
を改訂し、新しい統合アーキ
テクチャを追加しました。

2024 年 11 月 12 日

初版発行 — 2020 年 10 月 30 日

22

https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/migration-mongodb-atlas/migration-mongodb-atlas.rss
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/migration-mongodb-atlas/architecture.html
https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/migration-mongodb-atlas/architecture.html
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。

xxiii
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